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P62
P80

02 施工BIMの基本的な考え方
■モデル・ツール・活用目的
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P6202 施工BIMの基本的な考え方
４．施工BIMのモデル

ワンモデル

統合モデル 重ね合せモデル

■ BIMモデルの構成
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P6202 施工BIMの基本的な考え方

■ ワンモデル

４．施工BIMのモデル
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P6302 施工BIMの基本的な考え方

■ 統合モデル

４．施工BIMのモデル
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P6402 施工BIMの基本的な考え方

■ 重ね合せモデル

４．施工BIMのモデル
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P6502 施工BIMの基本的な考え方

■ モデル構成まとめ

活用目的に合わせてモデル構成を決定しましょう

４．施工BIMのモデル
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P6702 施工BIMの基本的な考え方

■モデルデータの軽量化技術

４．施工BIMのモデル
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P7002 施工BIMの基本的な考え方

■BIMツールの種類

5．BIMツールの種類と特徴
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P7102 施工BIMの基本的な考え方

1.モデルを作るツール(モデリングツール)

▲建築系BIMツール(構造系)のモデルの例

▲設備系BIMツールのモデルの例

(1)建築系BIMツール、(2)設備系BIMツール、(3)各種専用CAD に分類

▲市販されているモデリングツールの例

作成するBIM モデルの種類によって、モデリングツール
を使い分けましょう

5．BIMツールの種類と特徴
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P7202 施工BIMの基本的な考え方

2.モデルを閲覧するツール(モデルビューアー)

▲市販されているモデルビューアーの例とイメージ

5．BIMツールの種類と特徴
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P72
P73

02 施工BIMの基本的な考え方

3.モデルの共有環境”CDE”(Common Data Environment)

①クラウドサービスによるファイル共有

②BIMモデルサーバーによるモデルの共有

③プラットフォームサービスの活用

④大容量ファイル交換サービス

→ 関係者間でアクセス可能なストレージ

→ 各ツール専用のモデルサーバーで
複数人による共同編集等を実施する
( 異なるツールのモデルを統合する場合は
①のクラウドサービスを利用) 

→ BIMモデル共有 ＋ ビューアー・朱書き機能等

→ 送受信者間での伝達手段

▲データの連携・共有用ツールの例

5．BIMツールの種類と特徴
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P8002 施工BIMの基本的な考え方

施工計画時に、実際の作業状況をBIMを使って視覚化

主な取組み目的

①施工計画を具体的なイメージとして、工事関係者間で共有

②専門家でない関係者へ施工手順を具体的に説明

③作業員とのコミュニケーションを円滑にさせる

④計画図作成期間の短縮につなげる

工程上、施工上の重要箇所に採用するなど、

工事の特徴に応じて取組む目的、工種を決定

1.施工計画BIM

7．施工BIMの活用目的
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P80
P81

02 施工BIMの基本的な考え方

2.施工図BIM

主な取組み目的

図面作成の効率化

BIMモデルから図面を切出し
施工図として活用

BIMの活用に合わせ、図面表現や作業フローを

検討することで、より効果的に活用可能

▲施工BIMと関連する図面・モデルの関係

7．施工BIMの活用目的
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P82
P83

02 施工BIMの基本的な考え方

3.BIMモデル合意

BIMモデルで検討・合意を図ることで
調整にかかる出図・確認工数を削減する

課題

BIMモデル合意2.0

・BIM未対応会社との調整
・承認図出図は紙ベース

・適用工種の拡大
・適用プロセスの拡大

BIMモデル承認(デジタル承認)へ

▲従来とBIMによる合意形成の違い

7．施工BIMの活用目的
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P84
P85

02 施工BIMの基本的な考え方

4. 数量BIM

BIMモデルから長さ、面積、体積といった数量を集計し活用する

数量算出が可能な項目の例
コンクリート、鉄筋、本体鉄骨、ALC、ECP、軽鉄間仕切、
床、壁、天井の仕上
※BIMツールのルールに従い正しく入力しないと算出数量も異なる結果
になるので注意が必要

BIMモデル入力時に数量算出する項目、入力の程度を
検討することが重要

7．施工BIMの活用目的
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